
 

 

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　２０１４年３月２０日

番号 大目標 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

建学の精神に基づ

く

教育の徹底

2 教育・指導の充実

3 財政の健全化

4 環境の整備

5 一体感の醸成

学　校　目　標

（園　目　標）

重　点　目　標

カトリックの宗教的な価値観を基盤として

　『人を愛し、自らを高める強い意志と　豊かな心をもつ子どもを育成する』

・建学の精神に基づく教育の徹底

・教育・指導の充実

・財政の健全化

・環境の整備

・一体感の醸成（情報共有）

 

①保護者との連携を密にし、一人ひと

りの児童に寄り添った指導を行う

②教員同士はもちろん、地域家庭支援

室とも常に連携をとる

③具体的な教育実践を盛り込むなど、

これまで以上に公表内容を充実させ、

学校と保護者、地域の理解と連携を深

める

①一人ひとりの心の状態を把握できるよう、保

護者との連絡を常に取り、子どもへの指導にあ

たる。

②地域家庭支援室、学校カウンセラーの助言も

仰ぎ、適切な児童対応が円滑に行えるよう努力

する。

③具体的な教育実践等の実績を公開する。

④学校と保護者が連携できるブログ等を、頻繁

に更新できるようなシステムの構築を図る。

・保護者との連絡を密にとることで、子ども

の心の状態を把握し、すぐに声をかけたり、

解決に向けての指導にあたることができた。

・学校カウンセラーとの連携で、子どもたち

の状態に合わせた対応に務めることができ

た。

・保護者から連絡をいただくまで、子ど

もたちの間で発生したトラブルなどに教

員が気づいていなかったこともあった。

今後は、全教員が子どもたち一人ひとり

に寄り添い、小さな心の変化にも気づ

き、適切な対応ができるように務めてい

く。

①授業力向上のための研修や研究授業

を実施し、子どもたちの学力定着に務

める

②各教科において質の高い授業を目指

す

①私学の教員として学校経営の視点を

持ち、経費削減に努めつつ教育活動に

あたる

②教育の質を高めることが、経営の安

定に繋がると理解し、教育にあたる

①各教科において、教員が授業力向上を目指し

て相互に研究しあい、スキルアップを図る。

②今年度実施した漢字検定・数学検定・ＪＥＴ

（３年以上）・学書展出展（３・４年）などに

も取り組み、児童の意欲を高めていく。

③中学入試を視野に入れた高い学力を保証でき

るよう、児童一人ひとりに合った指導を展開す

る。

・全教員の研究教科を算数と定め、各学年年

間１回の研究授業を実施し、外部講師にも指

導を仰いでいる。そのことにより、授業研究

はもちろん、各教員の授業力向上にも成果が

現れている。

・各種検定試験などに取組んでいるが、目指

す級への合格や受賞は、子どもたちの自信に

なり、次への意欲に繋がっている。

・高学年の習熟度別授業(算数)は、一人ひと

りの状態にふさわしい学習指導になってい

る。

①物を大切にする心を、子どもたちにも伝える

とともに、学校の教材をはじめとする備品を大

切に扱うことを心がける。

②教員自ら紙の再利用を行い、電気や冷暖房の

調節をこまめに行うことにより、節約の意識を

高める。

③各教員が、実践する教育内容を吟味し、予算

が適切に使われるようにする。

・教材や備品など学校教育に使うものすべて

において、長期間使用できるものをできるだ

け安価に入手することを心がけている。ま

た、大切に使い無駄な費用が発生しないよう

務めている。

①教員は毎日、建学の精神を唱和し、教室にも

『愛・奉仕・正義』を掲示することによって教

育活動を展開する上で、建学の精神を常に意識

する。

②毎朝『今日のみ言葉』を唱え、子どもたちの

心の育成に努める。

・教員は宗教の時間に限らず、「人を大切に

すること」「人のために自分の力を使うこ

と」を子どもたちに伝えることができた。

・『今日のみ言葉』を子どもたちと一緒に唱

えるとともに、そのみ言葉の内容を、児童の

状況にふさわしく活かして指導にあたり暗唱

することができた。

・人を大切にすることを常に伝えている

ものの、友だちを傷つける言葉を言った

り、のけ者にしたりするなど、最も大切

な心が育っていない子どもたちがいる。

・全教員がそれぞれの立場で、一人ひと

りの子どもに寄り添い、理解し、何でも

話せる良好な関係をつくることが何より

急務である。

①教育課題について教師間の相互理解

と協力の大切さを再認識する

②教育目標に準じた明確な計画を立案

し、実行に移す

③学習・あそびに関わる教育活動を安

全かつ円滑に行えるよう、環境整備に

努める

④常に教育課題を意識し、実りある協

議会、会議運営を行う

①教育課題について、教師間で日常的に共有し

あい、指導へとつなげるよう学内メールを活用

し、効率的で円滑な情報共有に努める。

②年間スケジュールをもとに企画を立案し、自

己評価を行う。

③遊具を含む環境の点検を行い、児童の怪我に

繋がらないよう必要に応じて修理をする。

・年度初めに立てた学校教育目標と、それに

伴う各教員の取り組みについて、年度途中で

見直し、その反省点を下半期の教育活動に活

かすよう務めることができた。

・校舎内はもちろん、校庭の遊具などを月に

１回安全点検を実施し、修繕の必要なものに

ついては早期確認と実施を行うことができ

た。

・遊具などの安全点検を実施し安全に努

めることはもちろんであるが、遊具を

使って安全に遊ぶためのルールを再検討

する必要がある。また、それを正しく子

どもたちに伝え、友だちと一緒に安全で

楽しく遊ぶことができる環境づくりをす

る。

・ＩＴ機器の導入と、それを活用できる

ようにしていく。

・児童対象の学校評価アンケート結果に

よると、各教科の授業において、「わか

りにくい」「楽しくない」と回答する子

どももある。教員一人ひとりがこのこと

を真摯に受け止め、子どもたちが『楽し

い』と思える授業を展開するよう努力し

なければならない。

・習熟度別学習に限らず、教員が子ども

たち一人ひとりの学習理解度を把握し、

適切な指導に努める必要がある。

・ＩＴ機器を活用できるようにする。

・財政の健全化に繋がる最大の要因は、

質の高い教育活動を展開することであ

る。そのため、行事を精選するなど、児

童の満足度が上がるよう展開を考えてい

く。

【学校評価の報告について】

今年度の各重点目標について、学校の取組み・

次年度への課題と改善について適正に対応され

ていると認識した。

【建学の精神に基づく教育の徹底】

・建学の精神、カトリックの精神が親子ともに

良く浸透し、素晴らしい先生方、クラスメイト

に恵まれ、感謝している。引き続きよろしくお

願いしたい。

・子どもたちがみんな、笑顔で安心して通える

学校であることを希求する。

・今年度の６年一部児童の問題行為は異常であ

る。多くの子どもが被害に合い傷つけられた。

学校教育では限界があり、『悪い子どもを排除

する』ことはカトリック校としてはできないの

かもしれないが、今回のように保護者の協力が

得られない場合は、私学だから退学処分を考え

るべきだった。

【教育・指導の充実】

・私立小学校という特性上、中学受験は必須で

あり、もっと受験を前面に出した教育方針を検

討してほしい。

・３年連続で担任が新任だった。しかもその時

は、年度途中で退職、担任交代が複数あった。

新卒教員をすぐに担任に配置することは問題。

早急に検討願いたい。

・国語や算数で副教材（問題集）の導入を検討

してほしい。

・休校日や短縮授業日が多い。授業日数・授業

時数の確保に努めてください。

・東京オリンピック開催をふまえた教育のグ

ローバル化を強化してほしい。

【環境の整備】

・台風・地震などの自然災害や犯罪などへの、

安全対策の具体化を示してほしい。

【一体感の醸成】

・重点目標の①、及び具体的方策の①②の更な

る徹底を願う。今年度、保護者の中に「子ども

が友達からからかわれた」「手を出された」な

どのことがあっても、担任に相談しにくいと悩

まれる方が複数あった。学校と保護者の間に更

なる信頼関係が築けることを願う。

【その他】

・放課後、学校で宿題をしてから帰宅できるよ

う場所の確保を検討してほしい。

・中高と連携し、内部進学者の増加にも務めて

ほしい。現状を見ていると溝を感じている。中

学入試の情報も小学校の先生が間違ったことを

保護者に伝えていた。
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学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度　評　価（２０１４年３月１４日 現在 ）

重点目標 具体的方策 取組の成果 次年度への課題と改善

①建学の精神「愛と奉仕と正義に生き

る」に基づいた心の教育を徹底する

②宗教の授業を通して、子どもたちが

友だちを大切にし、いじめのない学校

づくりを目指す


